11月30（日）、秋晴れの中、東部地区市民センター及び伊賀市民体育館で、「第18回東部地域防災フェスタ」を実施しました。自主防災の住民の意識向上の目的で16の自治会から236名（うち子ども：30名）の参加がありました。
今回は、伊賀市防災危機対策局から今後起こるかもしれない災害に対しての物資的・心理的備えの必要性の講話を聞くことから始まり、自治会ごとに水消火器体験・煙道体験・ＡＥＤ体験を実施しました。また、炊き出し実演・自衛隊式ロープワークやジェットシューター体験も行われ、子どもを含め多くの人が参加していただきました。
防災フェスタを通じて、災害が起きたときのことを多少なりともシミュレーションする機会を設けることで、実際に被災した際に自分や周りの命を守り、助け合い、早期に復旧できる知恵を身に付けられます。災害は決して他人ごとではなく、いつ何時わが身に起こるかもしれないとの意識を持つことが大切です。

